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※ 上記は、９月中旬時点の予定であり、追加および変更されていることがありますので、ご了承ください。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 １日 ２日 ３日 ４日 

 

11/9（日） 

稗原総合文化祭・農業祭り 

あいさつ運動 

センター長会 

南中職場体験 

（3 日まで） 

 コミカフェ 

  （臨時） 

  

輝らきら体操 

（交流） 

   

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 

稗原いきいき福祉 

交流大会 

    コミカフェ 

市長とまちづくり 

ミーティング 

稗原まちづくり 

戦略会議 

 

 習字教室 まめな教室 

（交流） 

輝らきら体操 

（交流） 

 リリーハーモニー  

１２日 １３日 ｽﾎﾟｰﾂの日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 

 出雲全日本大学 

選抜駅伝 

南部ブロック 

研究会（乙立㏄） 

 トキ放鳥候補地 

説明会 

稗原いきいきクラブ  

しょくどう森々 

（交流） 

  輝らきら体操 

（交流） 

   

１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 

  広報配布 

自治会長会 

  コミカフェ 

ワンステップ 

（空き缶ランタン作り） 

  

 習字教室  輝らきら体操 

（交流） 

   

２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日  

     広報臨時便 

（文化祭関係） 

文化祭実行委員会 

 

   輝らきら体操 

（交流） 

  

こーのこらむ 
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令和７年８月末現在（前月比） 

世帯数  ５３９戸（ ± ０） 

人口 １,４４４人（ － ２） 

（男）  ７１６人（ ＋ １） 

（女）  ７２８人（ － ３） 

稗原地区の世帯と人口 

 稗原コミュニティセンター 

9 月号 №362 

 

 

2025 

 

令和 ７年 

 ５月に植えた苗が黄金色に実り、稗原幼稚園児４名と稗原小学校５年生７名で稲刈り体験を行いました。 

 小学５年生は鎌を使って刈り取り、“さし”で稲を束ね、幼稚園児が“はでば”まで運びました。 

子どもたちは稲刈り体験を通して収穫の喜びや稲を刈り終えた達成感を味わいました。 

この日はあいにく雨模様で作業中は何とか天気は持ちましたが、記念撮影あたりからかなりの雨粒が降ってきてびし

ょ濡れとなりました。子ども達はしっかりと着替え等の準備がしてあり、体調を崩す子はいなかったようです。 

このあと天日干しの稲わらを脱穀し、乾燥調製を経て玄米となります。文化祭獅子舞パレードで配るお餅や正月明けに

行う餅つき大会、ワラはしめなわづくりに使うことになります。一連の活動で得られた収益はこのお米づくり学習に還元

し、子どもたちの活動に反映されます。また、この事業の経費の大部分は、稗原地区環境保全協議会からの補助金が充て

られ、ＪＡしまね青年連盟からも人と経費についてご支援をいただいていることを補足しておきます。 

 

実りの秋！ 

幼稚園・小学校５年生稲刈り体験 9/5(金) 

 

◆「39秒 60 優勝は島根！」2002年高知国体陸上競技、成年少年男子共通 4×100ｍリレーでの快挙である。この種目
は 19歳以上 1名、高校 2年 3年から 1名、高 1中 3から 1名にあと 1名はどのクラスからの選出でも可というルール
でメンバーが構成される。この時のメンバーは走順に①大学生②大学生③高校生④中学生であった。◆人口が 2 番目
に少ない県でも勝つことができるということを実感した瞬間であり、スタッフ全員で喜んだ。◆20年前のこの混成チ
ームの記録、しかも田舎チームの成果は全国に衝撃を与えた。◆さらに言えば、この 4 人の出身地域は旧市町村でい
えば全員「町」である。田舎でいろいろ遊んで、陸上に取り組んだのも高校からが 2 名である。今ではその 4 地区の
うち 2 地区は中学校の統廃合でスクールバス通学となっている。◆当時、島根の陸上は相当がんばっていて、国体で
の競技得点は 35点から 40点を 10年間くらいキープしていた。（1位…8点～8 位 1点）◆現在の状況は、競技人口の
極端な減少が悲惨な状況を招いている。すそ野が狭くなったうえに頂点も低くなっている。長距離種目は全国とかな
り開きがあるのが現状である。◆少子化は全国的な傾向ではあるが、特に外遊びをしない、スクールバスなので歩く
ことが少ない等、子ども・若者の体力に「？」がつく。◆2030に国民スポーツ大会が島根にやってくる。今更ながら
個人的には鳥取と合同開催はできなかったのか？ 天皇杯獲得を目標とするのか？等、現実との乖離に疑問符がつく。 

センター長  高野 正次 

 

 


